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作•おがわ—あきら 

.，せいしゅんのはか々 

S 42 年12月 10 日完成 

(ガロ)第十四作品 











_ 








::鋼 _ 蒙:わ 









8M[HWM|1 






SJm 


— 108 — 

















別に志津子さんが 
いたって遠慮 ^ 
することない 
じやないか 


あ4そぅだ 
これ少いが使って 
くれ：…•ないん 

だろ. . 八！- 
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送出どと 

つ版うこ 
た社だろ 


新しいのを ' 
書いたんだけど 
どぅだろぅ： 
見てくれない 
か？ 



























—Ill— 










































0 —^ 

\ /J 
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网_秦 


志津子さん 
ど•••ど*つ 
して… 
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いや 

ちがうつ 


あの時は 
あの時は. 


おやじの会社の 
借金の催足と 
大学入試のことて 
頭が どぅかして 
いどんだり： 


死にものぐるいで金策に歩いたが、そのぅち 家財 
道具まで持って行かれ、親類たちまでが親父を裏 

切り， 借金の催足 だ . そして俺を残して5と 

毒薬自殺をした。その時受験勉強をしていた俺ば 

トイレに行く途中、それに気付いた。 しかし . 

その時は死なせた方が楽だと思った 


そぅだ 

高校111年の冬だ 


おやじは小さな工場 
の社長をしていた…… 
ところが、その年の 
不景気のしわよせで 
不渡りを出して しまつた0 
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JH 義喊ノニ、 

凰 j| 


fm ^ o ) 如く 頊わ一 
e 新人#凌 f 也 
一|汰の発表し芎 



地元の作家 
梶川淮二の〃猟師〃 
ついに六+万部突破"： 

弱^ニャーォ?^瘡^ァーこ淑ガ、 
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私たちは少しずつ宮崎办 
ことを忘れはじめ 


小説の方も「猟師」に続け 
て他の作品が売れ出し 
順調でした…… 


私は生まれてはじめて幸福を 
味わい酔つていたのです。 
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• C の作品について批評、感想いただければ幸甚です〇 

( 蠢沢市額新町1丁目182番地49の5 おがわあきら宛） 










